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天界よりの雑報とニウス
昨1929年の彗星界レビウ
　昨年度は近年の例ミ比べるε彗星出i現の少なかった年であって，全年中
に只五つの彗星が凹凹されナこだけであった．
　第一の1929a彗星はベルゲドルフ天文毫のシブスマン・ワクマン爾氏
が一月19日に嚢見したも0）で，小遊星によく似た軌道を持ってるるミい
ふこεは既報しナこが，近頃米國のヤング女史の読によるε，果して此の星
は小i遊星第；525號Adelaideの軌道ミ酷似してみる．
　次ぎの1929b彗星は露國のニウジミン氏が八月2日に嚢干しナこもので，
週期11年弱の土星族彗星である．
　第三の1929c彗星は八月3日に南阿のアマチュア天文家フオルブス氏
が嚢見したもので，週期6年飴の，普通の木星族である．
　十一月中旬の頃，：米國アリゾナ州トウサン天文皇のヵ1ペンタ｛氏から
「去る2日に撮った爲眞を見るE，羊座の中央に一つの微光彗星が現はれ
てるる．光は16等，蓮動は南東」ミの報告が嚢表されナこ．其の後の記録
が無いので，軌道は定まらないが，εにかく肥れは1929d彗星に違ひな
い．
　年末十二月23日になって，同21日にボ1ランドのクラカウ天文墓のギル
ク氏が西天に7等級の一彗星を嚢見したざいふ電報が來た．之れは電文に
少々誤りがあって，未だ京都では観測されてるないが，光度から見るミ，
近頃の見ものである，之れが1929e彗星である．　（十二月28日記）
　上記五彗星のうち，最：も精確な軌道要素の知れてみるものを掲げる．
　星の名　　　　　　　シワスマン星　　　　ニウジ三シ星　　　　フオルプス星
　算出者　　　　　　　　　　　　　　　クロンメ）］ン氏　　　　ウド氏
　近日黙通過　　　　　　 三三月23・日6552　　　　六月28・日922　　　　六月24・日714
　近日黒占弓1数　　　　　　　　　　3550　57t　6．t「6　　　　　　1400　45’50。n3　　　　　2570　44’9．”0
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昇交黙黄経
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雫長径（i讐敷）
近日黒占犀巨離（醤数）
寝宿週期
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　3　43ユ6．8
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　0．3191540
　6，年42714
158　15　53．3
　3　40　23．0
35　38　1］．6
O．3092271
10．7914
26　13　25．8
4　35　39．7
33　37　12．4
O．181442
6．2785
　　　　　　　　　　東京三鷹天文毫の新装
　最近の新聞雑誌に報ぜられたる所によれば，東京0）三鷹村天文肇の新設
備も着々進捗してみるらしい．口径65センチの赤道儀は，ドームε共に，
昨年末に終ったミいふ．叉，18米のアインスタイン塔も鐵骨は出來沖つナこ
由．此の塔上には径650ミリの卒面鏡E450ミリの封物vンズが置かれる
筈．因みに，65センチ赤道儀は二二10：米21，案内鏡は径35センチ，焦
1　10．米83，総重量約12噸．製作費試拾萬風　レンズ磨きに83日が費さ
れたものである由．叉，ドームは径14米牟，高さ15米，昇降床の直径11米
傘，昇降の範園3．6米，建：築費拾萬圓．
　　　　　　　　　　大遊星の質量について
　水星から木星までの5個の大遊星の質量については，今から三十年前，
：米子のニゥカムS．Newcombが，ニウトン力學の立場から一通り0）確から
しい数値を得，之れを各遊星の暦算に用みたものである，ごころが，最近，
南阿ケ1プ天文毫のジalンス氏は新しい撰測材料から，水金地火木の五
星について新しく質量を算出しナこ．結果は下の如くである。何れも，太陽
の質量を輩位εしたものである．
???????? ニウカムの値
1／6000000
　1／　408000
　1／　329390
　1／3093500
　1／　1047．35
ジヨ1ンスの値
1／　7500000
1／　404000
1f　328000
1／・　3085000
　1／　1047．40
